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１．本研究の課題 

 近年では、消費者の生活様式やニーズの多様化に

よってコンビニエンスストアの台頭が進み、プロダ

クトライフサイクルの短い多種多様な飲料が現れて

は消えています。こういった中で、人々の緑茶離れ

が進んでいき、ますます人に飲まれなくなり、需要

が減少しています。 

図表１にあるように高知県での土佐茶の栽培面

積、摘採面積、荒茶収穫量の全てが昭和５０年から

平成２０年くらいまでに凡そ半分くらいに減少して

おり１、需要側のニーズの減少と同時に供給側の生産

の減少によって業界が衰退していることは明らかで

す。私が暮らす高知県は全国の緑茶生産量および生

産面積が１６位となっているにも関わらず、そのこ

とは多くの県民にあまり認知されておらず、全国と

比べてみても緑茶を購入していないというデータが

あります。 

 

図表：１ 土佐茶の現状 

 

   出所：高知県ＨＰ「土佐茶のページ」より 

 

本研究では、全体的に衰退している緑茶業界の中

で、生産量の順位と消費の順位が大幅に異なる高知

県のお茶、所謂土佐茶業界の現状について明らかに

します。生産農家や JA 全農高知へのヒアリング、高

知県にあるスーパーマーケットで調査を行った結

果、土佐茶の普及と流通において悪循環が発生して

いることが分かったのでそのことを詳述します。 

 

２．全国の緑茶業界の現状 

 まず初めに緑茶業界の特色について説明します。 

 茶の生産には３つの工程があります。まず①茶園

における生葉の栽培をし、それを摘採、送風加湿、

蒸熱、冷却、葉打ち、粗揉、揉捻、中揉、精揉、乾



燥という工程を経て緑茶の原料である荒茶へと加工

し、それを仕上げ茶に加工して販売店に卸します２。 

 茶葉は摘採する時期によって名前と価格、品質が

決定します。まず４月から５月に摘採するものが一

番茶で緑茶の中で最も価格と品質が高く、次に６月

から７月に摘採されるものが二番茶となり、８月か

ら９月上旬のものが三番茶、９月上旬から１０月上

旬が四番茶、１０月下旬から１２月までが秋冬番

茶、一月から三月までが冬春番茶となっていて、一

番茶と二番茶で茶園の売り上げの８割から９割を占

めています３。 

次は全国の緑茶業界の現状についてです。 

 現在衰退している緑茶産業において、生産額の割

合を示したものが以下の図表２となっています。 

  

図表：２ 全国の荒茶生産額 

 

 

   出所：農林水産省「農林水産統計」より引用 

  

このグラフより分かることは静岡県、鹿児島県、三

重県、宮崎県といった、お茶で有名なこの４県で市

場のおよそ８割を占めていることです。この中で高

知県は１６位ほどの生産量となっています４。 

次に全国の緑茶と生産面積の推移について述べ

たいと思います。 

 

 図表：３ 全国の緑茶の生産量推移 

 

 出所：農林水産省「農林水産統計」より作成 

  

 図表：４ 緑茶の栽培面積推移（全国） 

 

 出所：農林水産省「農林水産統計」より作成 

 

 図表３のグラフは平成２１年から平成２６年まで

の全国の緑茶の生産量の推移を表したもので、図表

４のグラフは平成元年から平成２１年までの緑茶の

栽培面積を表したものです。生産量は平成２３年に
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発生した東日本大震災の影響で周辺にある生産地か

らの出荷が出来ず、著しい減少が見られましたが、

翌年には回復しました。しかしさらにその翌年には

減少し始めていることからこの生産量の回復も一時

的なものであったことが分かります。栽培面積は平

成元年と比べると面積が１万２千ヘクタールも減少

しています。 

 この生産量と栽培面積の減少の原因としては先に

述べたように緑茶の消費量の減少が挙げられます。 

  

 図表：５ 緑茶の消費量の推移 

 

  出所：総務省統計局「家計調査」より 

 

 このグラフは飲料支出金額に占める緑茶支出額の

割合を表したもので、平成１７年から平成２５年の

間に少しずつ緑茶の需要が減少し、生産量と栽培面

積が減少したことで業界が衰退していることが分か

ります。 

  

３．土佐茶業界の現状 

 先に全国の緑茶業界は消費者が緑茶をあまり購入

しなくなったことから生産量や栽培面積が減少し、

それによって業界が衰退していると述べました。 

 

３-１ 土佐茶について 

まず土佐茶業界の現状について明らかにします。 

そもそも土佐茶とは何なのでしょうか。土佐茶と

は苦味が少なく、味わいの豊かな良質なお茶です。 

高知県のお茶は水はけがよくミネラルを豊富に含ん

でいるので茶樹の生育に最適であり、高知県の山間

部では「山茶」と呼ばれる全国的にもお茶の原料と

しても用いられるヤブキタという品種が自生してい

ます５。お茶は直射日光に当てると渋み成分のカテキ

ン類が発生し、旨みも価格も減少します。 

また昼夜の寒暖差があまりなかった場合、昼間に

光合成をしたことで得られるグルコースやデンプン

などの糖類が、夜も暖かいと光合成はしないが活動

は続けるため生み出した成分がただ消費するだけと

なってしまいます。そのため、夜は気温が低くなっ

た方が植物の活動を抑制し、糖類は消費されずに植

物内に蓄積されてお茶の旨みや甘みを増加させるの

で、昼夜の寒暖差は良質な緑茶を生産せるために非

常に重要なものとなっています６。 

主な茶園では新芽の収穫前に一番茶で１４日以

上、布を被せて日光を遮ることでお茶の成分であ

り、旨み甘み成分であるテアニンが光合成によって

渋み成分であるカテキンに変化することを抑えるこ

とで品質の高い高級なお茶、所謂かぶせ茶を生産し

ています。基本的にかぶせ茶を生産するためには先

に述べた、茶樹に布を被せるという手間の掛かる作

業を行わなければならないので生産者への負担は大

きくなります。しかし高知県では土佐茶のほとんど

が日照時間の短い、昼夜の寒暖差が激しい山間部の

急傾斜地で育っています。この急激な温度変化から



谷間を覆う様に濃い霧が発生するため、自然に品質

の高いお茶を生産することができます７。 

土佐茶の主な分布は以下のようになっています。 

 

 図表：６ 高知県の土佐茶分布 

 

出所：高知県ホームページ「土佐茶のページ」より

引用 

 

 図表 6から分かるように土佐茶の主な産地は近く

に川が流れている山間地であり、寒暖差によってこ

の川から放射霧と呼ばれる霧が発生します８。この地

形的条件によって土佐茶は良質なものとなっていま

す。 

私が２０１５年の５月２１日にヒアリング調査

に伺った、吾川郡仁淀川町にある株式会社池川茶園

では、濃い霧が発生する状況の中、茶樹にさらに布

を被せて二重の覆いをすることでより品質の高い土

佐茶を生産していました。 

また同年の１１月６日にヒアリング調査に伺っ

た吾川郡いの町にある国友商事株式会社では元々建

設業を中心に事業を展開していたところ、現社長が

会社を平成１０年に継いでから建設業の仕事のない

４月から６月頃にできる新事業として土佐茶事業を

開始し、茶の品質の高さとマーケティング戦略によ

って高知でも有名なお茶となりました。 

３-２ 土佐茶業界の現状 

 次に先に軽く触れた土佐茶業界の現状について詳

しく述べたいと思います。図表１から栽培面積と摘

採面積、荒茶収穫量の減少から土佐茶業界は衰退し

ていると述べました。その原因とは何なのでしょう

か。その衰退の要因としては大きく分けて以下の点

が挙げられます。 

① お茶価格の低迷 

② 生産農家の高齢化 

③ 深刻な後継者不足 

④ 急傾斜地での経営の難しさ 

 この４つの要因によって産地の維持が困難となっ

ていることが土佐茶業界の衰退に繋がっていると考

えられます。 

  

    図表：７ 荒茶価格推移 

 出所：高知県産業成長戦略（農業部門）より作成 

 

初めにお茶の価格の低下についてですが、図表：

７は平成１１年から平成２５年までの間の高知県で

の緑茶の原料である荒茶の価格の変化について高知

県産業成長戦略（農業部門）のデータから作成した

もので、平成１１年には１kg あたりおよそ２６００

0
500
1000
1500
2000
2500
3000

2584
2158

1513 14491581 1568 1406

価格/ｋｇ

荒茶価格

作成



円で取引されていた土佐茶が平成２５年にはその価

格のおよそ半値近くであるおよそ１４００円で取引

されており、生産農家・茶園の経営が年々厳しいも

のとなっていることが分かります。この価格の減少

の背景には先に述べた、消費者の生活様式の変化や

ニーズの多様化によって多種多様なペットボトル飲

料の出現による緑茶消費の減退と原産地表示の厳格

化によってこれまで静岡県などへのブレンド用原料

として出荷されていた分が規制されたからです９。 

 次に生産農家の高齢化についてですが、高知県

主要産地での６５歳以上の基幹的農業従事者の割合

は平成１７年で５８％という非常に高い数値でした

が、平成２２年にはさらに増加して６３％となって

います１０。これは超高齢化社会である日本の中でも

特に高齢化の進んでいる高知県では必然的なことか

もしれません。売上高の約８割を占める一番茶と二

番茶の摘採時期である、４月から７月の間はほとん

どの茶園では重労働を強いられることになります

が、高齢化が進むことで作業効率が落ち、品質の悪

化に繋がっています。 

次に深刻な後継者不足についてです。先に述べた

ように生産量のおよそ 8割を占める一番茶と二番茶

の生産時期に重労働を強いられるということは高齢

化する生産農家だけでなく、これから就農しようと

する若者に対しても大きな影響を持っています。一

部の生産農家では後継者が不足していることから、

複数の生産者で工場の機械設備を共同利用し、工程

をオートメーション化することで人手不足を補って

います１１。 

最後に急傾斜地での経営の難しさについてです。

緑茶生産量の上位に位置している鹿児島県は、傾斜

の低い広大な土地で大規模に緑茶を生産し、機械設

備を用いて効率的に栽培しています。しかし、土佐

茶の主要産地のおよそ６０％が急傾斜地であり１２、

これによって茶園規模の拡大と機械設備を用いた作

業の効率化が困難となっていて、工場を増加させる

ことも維持することも難しくなり、今では工場数が

多い時と比べると三分の一程にまで減少していま

す。山間部の川の近くの急傾斜地で栽培しているか

らこそ品質の高いお茶が生産することが出来るのだ

が、その立地によって規模が拡大できず、作業の効

率化も出来なくなっているため、非常に難しい状況

にあるといえるでしょう。 

つまり、お茶の価格が低迷したことで生産農家の

収入は激減し、一時期に重労働を強いられるため若

者は就農せず、生産農家の高齢化が進み、工場・機

械設備を導入して規模の拡大と作業の効率化をしよ

うとしても茶園が急傾斜地にある為に導入できませ

ん。このように、以上の 4つの問題が作用しあって

土佐茶業界は衰退しているものと考えられます。 

 

４．再び本研究の課題 

 ここで改めて本研究の課題について述べたいと思

います。 

 総務省統計局の家計調査から、全国の緑茶消費量

が分かるのですが、平成 26 年度の緑茶消費量の上位

3は静岡県、三重県、奈良県で、ワースト３は沖縄

県、鳥取県、高知県となっています。静岡県や三重

県などの生産量が上位にある県の緑茶消費量が多い

一方で、沖縄県や鳥取県といったお茶をあまり生産

していない県の中に生産量 16 位の高知県入っていま

すが、消費量では 45 位なのは何故なのか、という生



産量と消費量との不一致を検討することが本研究の

課題です。 

 しかし静岡県や三重県は昔から高品質なお茶の生

産地という認識があり、静岡県には静岡茶、三重県

には伊勢茶という非常に有名なお茶がある、という

ことです。そこから多くの人に広く飲まれていま

す。JA 全農高知や各生産農家へのヒアリングでは生

産した土佐茶の一部を他県（静岡県や京都府など）

に出荷しているということから、品質の高い土佐茶

が高知県内であまり知られていないのは、実は県内

で土佐茶が流通しておらず、消費者まで行き届いて

いないからではないか、それは何故かという新しい

課題が生じます。土佐茶は何故県内消費が少ないの

でしょうか。 

 

５．土佐茶の流通 

 本来の課題である「土佐茶の生産量と消費量の不

一致」を知るためには、新たな課題である「土佐茶

の高知県内における流通の実態」を知る必要がある

と考えます。 

 

５-１．流通調査 

 そこで私は、高知県で広く展開しているスーパー

マーケット、エースワン・サンシャイン・サニーマ

ート・バリュー、以上 4社のスーパーマーケットを

3店舗ずつ訪ねてみて、実際に土佐茶が消費者に最

も近い存在であるスーパーマーケットでどれほど流

通しているのかを調べてみました。 

 初めにエースワンでの調査結果についてです。株

式会社エースワンは創業が昭和 51 年 5月 22 日で、

高知市神田で 6坪のミニスーパーからスタートしま

した。現在では従業員数 951 名、店舗数１４、高知

県外にも 4店舗出店しているスーパーマーケットで

す。商品の基本価格が他のスーパーマーケットと比

較してみても低く、高知県民にとってなくてはなら

ない存在となっています１３。  

 

 図表：８ エースワンにおける土佐茶流通の実態 

 

 出所：スーパーマーケット調査より作成 

 

 図表９がエースワン・エーマックスでの調査結果

です。左から順にエースワン高知駅前店、エースワ

ン御座店、エーマックス一宮店となっています。ど

の店舗でも土佐茶商品の総数は 100 品程取り扱って

いるのですが、肝心の土佐茶は５～７品しかありま

せんでした。一方で他のスーパーマーケットでは取

り扱っていない碁石茶を 3店舗すべてで取り扱って

いました。 

 次にサンシャインでの調査結果についてです。株

式会社サンシャインは昭和 36 年 4月 1日に創業し、

店舗数１６、従業員数 1354 名のスーパーマーケット

です。高知の主婦の店として昔から地域密着型のス

ーパーマーケットとして親しまれています１４。 

 

図表：９ サンシャインにおける土佐茶流通の実態 



 

 出所：スーパーマーケット調査より作成 

 

 図表：10 がサンシャインでの調査結果です。左か

ら順にサンシャインクレア店、サンシャインリオ

店、サンシャインベルティス店となっています。エ

ースワンと比べるとお茶商品総数と土佐茶の数は全

体的にみて平均的な数値でした。 

 次にサニーマートの調査結果についてです。株式

会社サニーマートは昭和 36 年 11 月 19 日に創業し、

現在では四国内に２５店舗を出店しているスーパー

マーケットです１５。 

 

図表：10 サニーマートにおける土佐茶流通の実態 

 

出所：スーパーマーケット調査より作成 

 

 図表 10 がサニーマートでの調査結果です。左から

順にサニーマート薊野店、サニーマート愛宕店、サ

ニーマート御座店となっています。図表をみて分か

るように、取り扱っているお茶商品数、土佐茶商品

数のばらつきが他のスーパーマーケットと比べて最

も大きかったです。店舗面積が大きく違うことがこ

の結果につながったと思われます。 

 最後にバリューの調査結果についてです。株式会

社土佐山田ショッピングセンターの経営するスーパ

ーマーケット、バリューは昭和 38 年 1月に設立し、

店舗数３、従業員数 160 名の香美市土佐山田町に密

着するスーパーマーケットです１６。 

 

図表 11：バリューにおける土佐茶流通の実態 

 

  出所：スーパーマーケット調査より作成 

 

 図表１１がバリューでの調査結果です。左から順

にバリューノア店、バリュー鏡野店、バリューあけ

ぼの店となっています。他のスーパーマーケットと

比べると規模の小さいスーパーマーケットですが、

最も土佐茶の取り扱い数が多く、JA コスモスや地元

で生産されたお茶などといった他のスーパーマーケ

ットでは取り扱っていないような土佐茶を販売して

いました。 



  

図表：12 各スーパーマーケットの平均値 

 

  出所：スーパーマーケット調査より作成 

 

 図表１２が各スーパーマーケットの平均値を比較

したものです。バリューのみ土佐茶の取扱数が多い

のですが、他のスーパーマーケットではほとんど土

佐茶を取り扱っていないことが分かります。 

 

５-２．調査結果 

 調査の結果として述べられることは、以下の点で

す。 

① 消費者が日ごろ利用するスーパーマーケットで

土佐茶があまり流通していないこと 

② 土佐茶を目にすることがないために消費者の中

で土佐茶の認知度が上がらないこと 

③ 認知度が上がらず売り上げが見込めないため土

佐茶は取り扱われないこと 

 ここでは悪循環が発生しています。そのため、ス

ーパーマーケットに土佐茶があまり流通していない

と考えられます。 

 ではここでさらに一つの疑問が挙げられます。そ

れは生産された残りの土佐茶はどこに流通している

のか、ということです。 

生産された土佐茶の大部分は県内の道の駅、スー

パー、JA、茶専門店などのおよそ 70 店舗に卸され販

売されています。しかし、幅広く展開している中、

生産量の減少によって 1店舗で扱う土佐茶の数は少

なくなっているため、あまり目立っていないという

結果になっています。残りの一部は県外市場（主に

静岡県や京都府など）に出荷され、茶葉を用いたス

イーツやパウダースティック１７、土佐茶を提供する

カフェなどに流通しています１８。 

 

６．総括 

 これまでに述べてきたことから本研究の総括を述

べたいと思います。 

 消費者生活様式やニーズの多様化によってペット

ボトル飲料が急速に普及したことでお茶の消費量の

減少、それに伴ってお茶価格の低下が発生しまし

た。価格の低下によって生産農家はこれまで通りの

経営が出来なくなり生産面積を減少させたため生産

量が減少したと考えられます。 

 高知県では生産地の６０％を占める急傾斜地とい

う地形的条件から比較的質の高い土佐茶が自生して

いて、多くの生産農家が品質の高い土佐茶を生産し

ていますが、お茶の質を高めている地形によって規

模の拡大と作業の効率化が難しくなっています。ま

た全国と同じようにペットボトル飲料の普及によっ

て土佐茶価格が低下し、経営が厳しくなっていま

す。一時期ではあるが重労働を強いられるので就農

しようとする若者は減少し、高齢化が進んでいま

す。 

 全国では生産量と消費量の順位がおおよそ一致し

ていますが、高知県では 16 位ほどの生産量を持つ高



知県が消費量では４５位という結果となっていま

す。生産量と消費量の大きな乖離です。それは何故

か、この課題を考えるためには土佐茶の高知県内に

おける流通について知る必要があり、スーパーマー

ケットで調査した結果、あまり流通していないこと

が分かりました。 

 高知県では生産量の減少、商品量の減少、認知度

の減少、消費量の減少という悪循環が発生していま

す。そのことが生産量と消費量の大幅な不一致につ

ながっていると考えられます。 

 最近では県内で土佐茶について知ってもらうため

にＣＭを起用し、土佐茶を用いた新たなスイーツが

広まっています。 

この研究をしていく中で、質の高い土佐茶があま

り知られていないことが分かりました。高知県民に

自分たちの県にも誇ることが出来るお茶があるん

だ、ということを知って欲しいと思いました。 
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